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1.序論

大規模な事件・事故・災害は大量の情報を包括してお

り，それらの最新情報は報道によって随時公開され，私
たちはそれらの報道を収集し，整理することによって事

件・事故・災害の出来事の流れを把握することが出来る．

例として，新聞記事やニュースサイトで掲載される報道

記事を収集し，記述内容を要約することで「いつ」「何

が起きたか」ということを知ることが出来るが，規模の
大きいニュースほど全体の把握のために大量の記事を収

集する必要がある．全体の流れを時間順に把握するには

関連するニュースを収集し，時間情報を記事中から見つ
け，それを基に情報を整理する必要がある．しかし人の

手によって大量のニュース記事から情報をまとめる作業

は時間がかかるため，効率よく情報を集約する仕組みが
必要とされる．

本研究ではインターネット上のニュースサイトからニ

ュース記事を収集し，文中から必要な情報を取得し，取

得した情報から事件・事故・災害内で発生した詳細な出
来事を比較することでそれらの発生順序を整理すること

をコンピュータ上で行う．本研究では事件・事故・災害

のニュースから，「いつ」に着目し，その時「何が起き

たか」という形で出来事をまとめたものをイベントと呼

Supervisor:ProfMinaAkaishi

び，そのイベントが発生した日付・時刻などの要素をイ

ベント情報とする．

ニュース記事から情報を取り出すための研究は既に存

在し，日本ではIREX[1]における日付・時間の表現抽出の
課題があり，固有表現抽出を用いた新聞記事から必要な

情報を抽出する研究が行われている．文書解析器

CaboCha[2]にはIREX定義に基づく固有表現抽出機能が実
装されており，それを利用したニュース記事からの情報

抽出の研究[3]も存在する．しかし，この方法では文中に
記された固有表現を抽出できるが，「同日」や「夜」と

いった相対的な表現や広い時間の範囲を示すもの等’具

体的な時間を与えていないため，システム上で具体的な

時間を与える必要がある．そこで本研究では取得できな

い表現を補う形でイベント情報の抽出方法を考えた．

また，複数の報道機関から一定の期間内に出されたニ

ュース記事を収集することから，同イベントについての

ニュースや関連性の高いニュースを結びつける必要があ

る．本研究では収集し整理した情報をシステムの利用者

が理解しやすくするために，情報を簡潔にまとめる必要

性がある．そこで，ニュース記事内容をイベント別に分

割し，同イベントに関する記事文章をイベントに関する
単語からクラスタリングすることを試みた．

本論文では，収集したニュース記事を整理し，イベン

トの流れを可視化するためのシステム形成のために，イ

ベント情報の抽出方法とイベントの整理方法を提案し，

人力による文章整理と比較することで提案手法の性能に

ついて調査した結果について述べる．

2.概要
図lは本研究におけるイベントの整理における流れを

表したものである．本研究では収集したある事件・事故

もしくは災害に関する複数のニュース記事を入力し，記

事ごとの内容をイベント別にまとめた後，同じイベント

の重複を避けるため，すべての記事から収集したイベン

トの中から類似する物をクラスタリングした後，ニュー

ス内におけるイベントの流れを視覚的に把握しやすくす

るためにガントチャートによって整理した結果を示すこ

ととする．記事からの情報抽出の際，記事の内容を時間

情報の有無を基にイベントごとに分割するために一度記

事を文単位に分割してからイベント情報を抽出し，イベ

ントごとにまとめ直す．イベントの抽出方法は固有表現

抽出を利用した抽出ルールを考案し，イベントの整理を

しやすくしている．イベントの整理では，イベントに含
まれる単語の種類から同じイベントを判別するために形
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態素解析を用いる．イベント情報の抽出およびイベント

の整理の詳細は後述する． 3.2.イベントのセグメント

イベント情報を得るには記事文からイベントに関する

記述の範囲を特定し，複数のイベントが記事内に含まれ

ていることを想定して，イベントの状況に関する情報を

探す必要がある．そのために，ニュース記事をイベント

別にセグメントさせる．本研究では大量のニュース記事

を素早く整理することと，「いつ」「何が起きたか」と

いう情報をイベントとして取得することを目標としてい

るため，関連語を用いたセグメントではなく，文単位分

割後に抽出したイベント情報，特に文中における日付や

時間の有無によってセグメントを行う．

ニュース記事文の構成を調べたところ，ある出来事に

ついて報道する際，最初に出来事の趣旨について述べ，

そこに日時情報が含まれている．そして次の文以降でそ

の出来事についての詳細な説明が記述されている傾向が

見られた．このことから，本研究ではニュース記事文を

文単位に分割してイベント情報を抽出した後，日時情報

の有無によって文をセグメントすることによってイベン

トごとに文章を分けることとする．イベントのセグメン

トのフローを図2に示す．図2では記事内で文単位に分割

された文をS(j=1,2,...),イベントを易(/=0,1,2,…)として扱
う．イベントは文内に日時情報を発見した場合に新規に

作られ，日時情報が文S内になければその文は既存のイ

ベントに追加されることになる．これを記事ごとに文単

位分割された文がなくなるまで繰り返す．

ニュース記事ニュース記事ユース記事 イベントイベントイベント

イベントの抽出一

文単位分割 形態素解析

単語の重み付け
イベント

情報抽出
イベントの

クラスタリング

記事文の

セグメント

チャート作成

ガントチャート

開始

図1ニュース記事からのイベント情報整理の流れ

3.イベント情報の抽出

3.1.イベントとイベント情報
No文＆に日時

情報あり

こ日時

うり
／
唯

り

Yes表Iイベント情報のデータ構造

ﾉ+1II

イベントEｹに
&追加

イベン

&追加
新規イベント易に
S追加

ト易にト易に

本研究では事件・事故・災害などのニュース内で発生

した「いつ」「どのようなこと起きたか」という情報を

イベントとして扱う．イベントには発生した日付・時間

等のイベントの状況に関する情報が含まれている．これ

をイベント情報としてニュース内のイベントの時間関係

の整理やイベントの関連性を調べるために用いる．表l

にイベント情報のデータ構造を示す．イベントの発生し

た日時の比較に発生日と発生時刻，他のイベントとの関

連性を調べるために記事本文を用いる．また，一部の日

時情報との比較や同一記事内で書かれたイベントの参照

のためにニュース記事の公開日時を使用する．イベント

の内容は解析する前の文そのものを使用し，複数のイベ

ントが記事内に存在していた場合は，該当するイベント

に合わせて文章が分けられている．

j+1I

Yes

次の文＆+，
が存在

No

終了

図2記事ごとのイベントのセグメントのフロー
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情報 内容

発生日 イベントの発生した日

発生時刻 イベントの発生した時刻

ニュース記事の公開日時 ニュース記事の公開日時

内容 ニュース記事本文



3.3.固有表現抽出を用いたイベント情報抽出
固有表現抽出は，テキスト中から人名や日時などの表

現を抽出することができるため，イベントの日時を特定

することに適している．

日本語係り受け解析器CaboChaには固有表現抽出を行

う機能が実装されており,IREX定義に基づくメタデータ

タグが該当する表現に付与される.IREX定義には日付を

示すDATEタグ，時刻または時間を示すTIMEタグが存

在し，記事文から日時情報を抽出することが可能である

本研究では固有表現抽出によって抽出されるメタデー

タから，イベントの日時を推測する.CaboChaでは固有表

現抽出によって「○月○日」「○時○分」といった表現

を抽出することができるが，「同日」という表現がDATE

に対応していない,TIMEに「朝」「午前」といった時間

帯は分かるが具体的な時刻が不明な表現が抽出されるな

ど，固有表現抽出だけではイベントがいつ起きたかを特

定することは困難であると考えられる．表2はCamCha

で解析した記事文章から発見した日付・時間を表現する

単語のメタデータタグDATE,TIMEを分類した一例をまと

めたものである．記事文中からイベントの日時を特定す

るためには日付・時間表現の抽出ルールを決める必要が

ある．また時間の表現には「～から～まで」のような一

定の期間を表す表現，「～後」「～前」のようなある時

間付近を示すが暖昧性を持つ表現が存在し，イベントの

日時の比較を行う場合，これらの不明な時間の範囲や暖

昧性を考慮したイベント発生時間の設定を行う必要があ

る．よって本研究では抽出した時間情報に不明な時間範

囲や暖昧性が含まれる場合を考えた抽出ルールを提案す
る．

表2ニュース記事で表現される日時情報の例

例

DATEもしくは 午前，午後，朝，昼，夕，夜，未

TIMEタグが付与 明，前日

メタデータタグの 同日 ， 昨日，～後，～前，～過
付与なし ぎ，～から ， ～まで

抽出する日時情報と対応するIREXタグを表3に示す．

メタデータタグDATE,TIMEが付与された日時情報から，

イベントの日時を推測する際，表2における日時情報の

特徴から，取得できるイベントの中にはある時点で発生

し何日，あるいは同日内のある時刻まで続いていたもの

が出ることが考えられる．そのようなイベントの取得を

想定し，イベントの日時情報には発生日時と終了日時を

用意し，イベントが発生したと考えられる範囲の時間を

取る．日時情報が期間を表すものでなく，あいまいな表
現でもなければ，発生日時・終了日時は同じ値を入れる．

表3抽出する情報と対応するIREXタグ

イベント情報 対応するIREXタグ

イベント発生日

イベント終了日
DATE

イベント発生時刻

イベント終了時刻
TIME

日時の値を取得する際，日付は「年」「月」「日」，

時刻は「時」「分」「秒」に分割し，それぞれに値が入

っているか確認する．時間について，「午前」「午後」

の表記があれば24時間表記に修正しておく．

「同日」や「前日」など相対的な時間表現は，記事公

開日時を比較したものと，記事内に書かれたひとつ前の

イベントの発生日時とを比較したものがある．あるイベ

ント内で「同日」または「前日」というイベントとの相

対的な時間表現を取得した場合，そのひとつ前のイベン

トの日付情報を取得し，相対時間を参考にイベント発生

日時を調整する．また，「明日」「昨日」といった記事

の著者の視点から見た相対時間表現については記事公開

日を取得し，日時を調整する．表4は，相対的な時間表

現取得時のイベント日時の割り当て方の対応の一例であ

る．

表4相対時間取得時のイベント日時の割り当て例

相対時間 対象 割り当てる日付

同日 1つ前に取得した 対象のイベントと同じ

イベント日時

前日 1つ前に取得した 対象のイベントの1日前

イベント日時

翌日 1つ前に取得した 対象のイベントの1日後

イベント日時

昨日 記事公開日 記事公開日の1日前

明日 記事公開日 記事公開日の1日後

時間を表す表現には，時刻だけではなく，「午前」や

「朝」のような期間を表す表現がある．そのような表現

には期間の発生時刻，終了時刻にそれぞれ別々の値を入

力させる．表5は，期間を表す表現における，イベント

発生日時と終了日時の対応表である．時間情報として格

納する場合，開始時刻は発生時刻として扱う．

表5期間を表す表現の開始，終了時刻の範囲

表現 開始時刻 終了時刻

午前 00000 120000

午後 120000 240000

朝 60000 120000

昼 120000 160000

夕 160000 180000

夜 180000 240000

未明 00000 60000

3.4.イベント情報の抽出実験
提案手法におけるイベント情報の抽出，特に時間情報

の取得精度を評価するために実際のニュース記事からイ

ベント情報を抽出し，正解データと比較する．この実験

では読売新聞社のオンラインニュース提供サイト[5]から，
大規模な災害・事故についての報道として福島第一原子

力発電所の事故に関する10記事を選び，それらを句点で

分割した83文を用意した．これらすべてにCaboChaによ

ってIREX定義に基づくメタデータタグを付与し，記事が

公開された日付と時間の情報としてメタデータRELEASE

を追加し,xml形式のデータとして作成した．これを提案

手法におけるイベント情報の抽出ルールに基づき，メタ

－79－



データタグが付与された情報とそれ以外に必要な情報を

抽出し，表6の項目に分けて各文の情報をまとめた.1文

ごとに項目に情報を割り当てることとするが，値を抽出

できなかった項目に関しては空のままにしておき，値の

代入は行わないものとする．また，抽出した情報の適合

率，再現率を調べるために，人手による正解データも作
成する．

表6実験用データの各項目

項目名 内容

ID 文またはイベントのID

StartDate イベントの発生日

StartTime イベントの発生時刻

EndDate イベントの終了日

EndTime イベントの終了時刻

ReleaseDate 記事が公開された日

Rele丞巴Time 記事が公開された時刻
Article イベントに含まれる記事文

抽出データ，正解データのイベント情報から,Start

Date,StartTime,EndDate,EndTimeの4項目を比較し，

抽出データが正解データの値に一致すれば正解とし，各

文から抽出されたイベント情報の各項目における適合率，

再現率を算出する．正解データに値が存在し，抽出デー

タに検出された値と一致した数を”，正解データに値が
存在するが，抽出データで検出された値と異なった数を

〃，正解データの値が存在しないが抽出データで値が検出
された数を〃とすると，適合率，再現率は次式(1),(2)で
表される．

適合率-鍔75（1）
tp

再現率＝扇工万（2）

3.5.イベント情報の抽出結果

(i)提案手法を用いた場合と(ii)CaboChaの抽出のみでイ

ベント情報を抽出した結果を比較する．なお(ii)において
も，相対時間と範囲時間の調整は行っている．表7は各

項目の適合率，再現率を示したものである．

表7イベント情報の抽出精度評価の結果

(i’ （i)

項目名 適合率 再現率 適合率 再現率

StaItDate 0.85 0.94 0.53 0.86

StartTime 0.93 0.96 0.86 0．96

EndDate 0.82 0.90 0．41 0．82

EndTime 0.93 0.96 0.83 0.96

(ii)と比較して,(i)の結果のほうが適合率，再現率が高
く，特にStaltDate,EndDateにおいては適合率が大きく

上昇し，再現率も上昇した．一方でStartTime,EndTime

は適合率の上昇も小さく，再現率にも変化は見られなか
った．

4.イベントの整理
抽出したイベント情報を基にイベントを比較し，イベ

ントの流れを特定する．整理したイベントをガントチャ

ートによって可視化した際にユーザーが分かりやすくす

るために，同じ事柄を示すイベントはクラスタリングし，

抽出したイベントの日時からイベントの前後関係を整理

する．

4.1.イベントのクラスタリング

イベントの時間関係の整理を行う前に，記事ごとにイ

ベント別に分割したものから，別々の記事に含まれる同

じイベント同士をまとめるためのクラスタリングを行う

同じイベントに関する記述は文中に含まれる単語の種類

も類似することから，類似性を利用して同じイベントに

関する記述であるかを判断する．

イベント情報にはイベント内容にニュース記事の文章

が含まれているため，これを形態素解析することによっ

て単語を抜き出し，他のイベントとの単語の種類や出現

頻度の類似性を調べる．本研究では形態素解析には形態

素解析器MeCab[4]を使用しMeCabに含まれる辞書の品詞
分類から名詞を抽出した．このとき，イベントの総数を

脚，全イベントにk種類の単語が含まれているとする．イ

ベントa"の単語ベクトルを",,",に対する単語WAの重

みを〃(Wk,a,ﾉとすると，

em=(n(w,,En,),"(w2,an),…,n(Wk,Em))(3)

となる．単語の重み〃はtfLidf法を用いて以下の式で計算

する．

”(""厘凧)=‘篝駕篝鱒(4)
77Z

idf(wk)=WW刀避現するイベント数 (5)

7z(w",Em)=tf･idf(wX,EIn)=tf(wt,Em)×idf(w")(6)

これらイベントの単語ベクトルに含まれる各単語の重

みを用いて，イベント同士の類似度をコサイン類似度で

計算する．類似度計算を行う単語ベクトルをex,e,,(x,ye
〃)とすると，次式(5)で表される．

eX･ey

sim(ex,ey)=cos8=同同(7)
この類似度計算の結果から，一定の数値を超えたイベ

ント同士は類似イベントとして分類する．なお，クラス

タリングが行われた後，そのイベントのクラスと他の未

分類のイベントとの類似性を調べる場合には，クラスタ

リングされたイベントの中から記事公開日時が最新のも

のを参照する．

4.2.イベントの整理と可視化
ニュース記事ごとに記事文から日時情報を含むイベン

トに分け，他の記事の類似イベントとクラスタリングす
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ることによってイベントをまとめたデータを整理し，ど

の時間でどのようなイベントが起きたか可視化させる．

イベントの流れの可視化は図3のようにガントチャー

トで示すこととする．イベント情報抽出の際，イベント

の発生日と発生時間は開始日，開始時間，終了日，終了
時間という形で取得しているため，これらをガントチャ

ート上でのイベントの期間をグラフで表す際の始点，終

点として扱う．またイベント発生時間が期間ではなく，
ある時点で発生したものについてはマイルストーンで示

す．イベントは記事公開順で並べてあるが，図3のよう

にイベントの発生順は記事公開順と異なる場合があるた

め，イベントの流れを追うには記事公開順とは別に追う

必要がある．これを用いることによって，イベントの発

生順序でイベントの内容を読むことが出来る．また，最

新のイベントから，過去にさかのぼって記事を読むこと

ができ，ユーザーは事件の流れを理解しやすくなる．

の
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~卜

敏即二針金の東が固がれて侭号トラブ
ルが起世た事件で.麺園麓中央■は
1日､闘的社日を偽計黛趨鱗宮の容座
で遭餌合

JR並淘道自ルールの員索を敏雪Lて
いた唖で.政府は30日.社長ら騒営
陣を剛耐る方向で餌穆に入った．

坐R並型證郎レールの具痢を瞳回Lて
いた固皿で､同社は30日.JR東日本
との怠見変捜会を.釦路の匝守冑理邸
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図3整理されたイベントの可視化例
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4.3.イベントの整理実験
イベント情報の抽出後，そのイベントを提案手法によ

る情報整理の精度についても評価実験を行った．この実

験では，複数の報道機関から同じ大規模ニュースに関す

る情報を収集することで，同じイベントに対する情報の

違い等を考察することを考え,yahooニュース[6]からJR
北海道の不祥事に関するニュースを収集し，イベント情

報の抽出実験と同様にして抽出データを作成後，イベン
ト整理実験を行った．また，提案手法によるイベントの

発生時間の抽出，イベントのセグメントとクラスタリン

グの精度を評価するために，提案手法によって整理され

た結果と，人手によるイベント整理の結果とを比較して

行った．この評価実験では10件のニュース記事を使用し，

5人の実験協力者に以下の方法でイベントの整理を行って

もらった．

①1つの記事ごとに，異なる出来事について述べてい

ると思われる箇所で記事文を分割し，それぞれをイ

ベントとする．

②①で分割したイベントから表6に当てはまる情報を
抜き出し，該当項目に記入する．

③全ての記事で①②の作業を終えた後，整理されたイ

ベントのうち，同じことについて述べていると思わ

れるイベントをクラスタリングする．

これによって抽出されたイベントと提案手法を比較し，
記事別のイベント抽出及び類似イベントのクラスタリン

グ後の結果を比較した．

4.4.記事別のイベント取得の結果
表8は提案手法が記事ごとにイベントを取得した際の

イベント分割箇所の実験協力者の結果との一致度である．

イベントの分割箇所が提案手法のものと一致した箇所の

傾向としては，イベント内容の最初の文に必ず日時情報
が含まれているということである．

表8提案手法のイベント分割箇所の協力者との一致度

記事 分割箇所 実験協力者の一致度(%）

I
1-1

1-2

80

60

Ⅱ n-1 20

Ⅲ
m-1

Ⅲ-2

75

80

Ⅳ
W-1

Ⅳ-2

60

60

V V-l 40

Ⅵ －－－ー一ー一一一一一ー－－－－

Ⅶ
W-1

Ⅶ-2

80

80

Ⅷ －－－ー－－ー－－－－－－－－

Ⅸ
K-1

Ⅸ-2

80

80

X
X-I

X-2

100

60

表9協力者のイベント分割箇所の提案手法との一致度

単位(％） 実験協力者

記事 A B C ， E

I 100 67 60 25 1O0

Ⅱ 67 33 20 20 20

Ⅲ 100 100 75 75 75

Ⅳ 50 100 60 40 50

V 100 100 67 40 20

Ⅵ 100 100 20 33 33

Ⅶ 100 100 100 50 75

Ⅷ 100 100 20 50 33

Ⅸ 100 100 100 1O0 100

X 100 67 75 60 75

表9は実験協力者のイベント分割箇所の提案手法との一

致度をまとめたものである．一方では1つのイベントと

して扱われるものがもう一方の結果では複数に分かれて

いた場合でも，日時情報が含まれているイベントでは，

その日時情報が含まれる文がイベント内容の最初に来て

いるため，提案手法と分割箇所の一致が多かった．この

ことから，記事ごとからのイベントのセグメントでは，
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文中に日時を表す表現が含まれているイベントの分割は

人手による作業に近い結果を出せていると考えられる．

4.5.イベントのクラスタリングの結果
次に，全ての記事から取得したイベントから類似イベ

ントをクラスタリングした結果について比較した．この

実験での提案手法における他記事内の類似記事とのクラ

スタリングは，文書類似率が30％を超えた場合とした．

表IOは最終的に整理されたイベント数である．提案手法

が最終的にまとめたイベント数は14であり，協力者A,

C,Dの結果に近い数値となった．

提案手法と協力者によって整理された結果を比較して

みると，最終的なイベント数が近いA,C,Dの結果との

比較では，複数の記事に記述されていた「JR北海道の経

営陣の刷新」「契約社員による妨害行為」「国土交通省

からのJR北海道社長の呼び出し」といったイベントがま

とめられており，提案手法のクラスタリング結果と似た

複数のイベントのまとめ方をしていた．しかし経営陣の

刷新に関する話題に関して，提案手法と実験協力者の結

果では経営陣刷新の前に行われた国土交通省による特別

保安監査という扱いが異なっていた．これに関しては記

事別のイベントのセグメントで特別保安監査のイベント

として取得された文の中に，「経営陣の刷新を検討する」

という記述が含まれていたことが原因であると考えられ

る．これにより，イベントの類似度を計算する際に同じ

イベントとして提案手法ではクラスタリングしてしまっ

たと考えられる．また，提案手法では他のイベントに含

むことができると考えられる短い文が個別のイベントと

して認識され，クラスタリングされない例もあった．こ

れらのことから，イベント内容の単語を用いたイベント

の類似度計算だけでは，全ての記事からのイベントのク

ラスタリングに問題があると考えられる．

提案手法と比べてイベント数が少ないBはレールの異

常を放置していた事に関する「経営陣の刷新」「国土交

通省による社長の呼び出し」といった別々のイベントと

して扱えるものを全て同じイベントとしてクラスタリン

グしてしまっていため，他の結果と比べて極端にイベン

ト数が少なくなってしまい，提案手法との比較が困難に

なってしまった．逆にイベント数が提案手法より多いE

の結果からは「いつ」「何をした」という形に加えて

「誰が（または何が）」という要素でイベントがまとめ

られていたため，提案手法よりイベント数が増加してい

たが，経営陣の刷新や契約社員の業務妨害など，一部の

類似イベントのクラスタリングに提案手法と似た結果が

見られた．

表10実験で得た最終的なイベント数

提案手法 協力者

A B C ， E

イベント数 14 12 5 1l 13 27

5.考察
本研究の実験結果について，イベント情報の抽出，記

事ごとのイベントのセグメント，イベント整理の3点に

ついて考察する．

本研究におけるニュース記事からのイベント情報抽出

方法をCaboChaのみによるイベント情報抽出と比較した

ところ，表7よりStaltDate,EndDateの適合率･再現率が

CaboChaのみの場合よりも向上したことから，提案手法で

は記事文からのイベント情報，特にイベント発生日が特

に取得しやすくなったと考えられる．

ニュース記事ごとのイベントのセグメントに関しては，

日時を表す表現が含まれている文によってイベントを分

割する方法を行ったところ，人の手による記事ごとのイ

ベントのセグメントでも同様のイベントの区切り方が見

られた．しかし人手の作業では日時情報が含まれない文

でもイベントの分割が行われており，人によってその区

切りも異なっていた．日時情報に頼らないイベントのセ

グメントのためには，人間のニュース記事を読んだ際の

主題の認識の変化についても調べる必要があると考えら

れる．

イベントの整理については今回の実験の結果から，単

語の頻度を利用した類似度計算によるイベントのクラス

タリングだけでは問題があり，より精密なイベントの整

理を行うには整理するための方法を改善する必要がある．

人手によるイベントの整理と比較して今回の結果から考

えられることは，イベントに含まれる日時情報の違いに

よって，イベント内容の文書類似度の高いイベント同士

が異なるイベントとして扱うことが出来ることである．

また，実験協力者Eの結果から見られた，イベント内容

の主語やイベントの主体によるイベントの類似性の判定

も，より精密なイベントの整理が可能と考えられる．

6.まとめ

本研究では，事件・事故・災害に関する情報を，固有

表現抽出を利用した手法で抽出し，時間情報を軸にニュ

ースをイベントとして整理する方法を提案した．実際に

手法に従った整理を行った結果から収集したニュースか

ら出来事を把握することを試み，人の手によるイベント

の整理結果を比較した．時間情報の有無によるイベント

の分割によって，ある程度は人の手による作業結果に近

い形となったが，イベント内容の類似性の判断には，他

の要約手法を利用することで更なるイベント整理の精度

向上を見込める可能性も出てきたと考えられる．
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